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(54)【発明の名称】 制御装置

(57)【要約】
【課題】  医療機器からの情報のダウンロード忘れを防
止して、使い勝手を向上する。
【解決手段】  第１カート１１には、システムコントロ
ーラ２２が載置されている。このシステムコントローラ
２２には、電気メス１３、気腹装置１４、内視鏡用カメ
ラ装置１５、光原装置１６及びＶＴＲ１７等と医療機器
が通信線を介して接続されている。システムコントロー
ラ２２は、赤外線通信ポートを用いてＩｒＤＡのプロト
コルに従って選択されたデータをＰＤＡにダウンロード
可能になっている。操作者が操作パネル２１上で電源オ
フスイッチを選択した場合、システムコントローラ２２
とＰＤＡは自動的にダウンロード処理動作が実行され
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  医療行為に使用される医療機器を制御す
る制御装置において、
前記医療機器より所定の情報を受信する受信手段と、
前記受信手段で受信された前記所定の情報を一時記憶す
る記憶手段と、
前記記憶手段で記憶された前記所定の情報を所定の記録
媒体に記録する記録装置に送信する送信手段と、
前記制御装置の終了処理を行う終了処理手段と、
前記送信手段が送信したか否かを判別する判別手段と、
前記判別手段の判別結果に基づき、前記終了処理手段を
制御する終了処理制御手段と、
を具備したことを特徴とする制御装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、医療行為に使用さ
れる医療機器を制御する制御装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、コンピューターの小型化が進み、
近年ではパームトップコンピュータ（以下ＰＤＡ）と呼
ばれる小型の携帯端末が開発されている。この携帯端末
では、電子データの作成や、スケジュール管理等が行え
る上に、ＩｒＤＡ（赤外線）や、Bluetooth（電波）と
いった無線通信手段を備えるものもある。これらの携帯
端末を用いれば、個人のデータ管理のみならず、無線通
信手段を用いて、簡便に他のシステムとのデータのやり
取りを行うことができる。
【０００３】一方で、本件出願人による特願平１１－２
８０４３１号、特開平１１－２９９７２９号公報及び特
願２０００－２６１５４０号に示される様な、内視鏡手
術システムが登場してきている。
【０００４】特願平１１－２８０４３１号は、医療機器
のメンテナンス情報を携帯可能な記録媒体に記録して、
システムを構成する医療機器の状態を簡単に確認できる
様にしたものである。
【０００５】特開平１１－２９９７２９号公報は医療機
器の自動設定に関する発明を示している。
【０００６】特願２０００－２６１５４０号は、外科医
が監視するモニターにバイタルサインを通信して表示す
ると共に、異常時には対処方法を表示するものである。
【０００７】これらの内視鏡手術システムの入出力端末
にはＰＤＡを用いることが考えられる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うな従来の内視鏡手術システムでは、ＰＤＡを用いて、
気腹器や電気メスの設定を行ったり、ＰＤＡに内視鏡手
術システムのデータを通信して保存する機能が考えられ
ているが、この保存作業は手術が完了した時点で行われ
るため、うっかり保存し忘れてしまい、内視鏡手術シス
テムの電源を落としてしまうと、ダウンロードは不可能
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となってしまう。また、これらのデータを内視鏡手術シ
ステム内に自動保存している場合でも、ＰＤＡは術者が
個別に持ち帰ってデータ処理を行うことが多いため、再
びＯＰＥ室に戻ってダウンロードする必要があり煩わし
かった。
【０００９】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、医療機器からの情報のダウンロード忘れを防止
して、使い勝手を向上した医療機器の制御装置を提供す
ることを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
請求項１に記載の制御装置は、医療行為に使用される医
療機器を制御する制御装置において、前記医療機器より
所定の情報を受信する受信手段と、前記受信手段で受信
された前記所定の情報を一時記憶する記憶手段と、前記
記憶手段で記憶された前記所定の情報を所定の記録媒体
に記録する記録装置に送信する送信手段と、前記制御装
置の終了処理を行う終了処理手段と、前記送信手段が送
信したか否かを判別する判別手段と、前記判別手段の判
別結果に基づき、前記終了処理手段を制御する終了処理
制御手段と、を具備したことを特徴とする制御装置。
【００１１】請求項１に記載の制御装置では、前記判別
手段が、前記送信手段が送信したか否かを判別し、前記
終了処理制御手段が、前記判別手段の判別結果に基づ
き、前記終了処理手段を制御するので、医療機器からの
情報のダウンロード忘れを防止して、使い勝手を向上し
することができる。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図６は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は手術室に配置される内視鏡手
術システムを示す説明図、図２は患者モニターシステム
を示すブロック図、図３は電気メスを選択した場合の操
作パネルの画面を示す平面図、図４はダウンロードスイ
ッチを選択した場合の操作パネルの画面を示す平面図、
図５はメインメニューを表示した場合のＰＤＡの表示操
作部を示す平面図、図６はダウンロードメニューを表示
した場合のＰＤＡの表示操作部を示す平面図である。
【００１３】（構成）図１を用いて手術室２に配置され
る内視鏡手術システム３の全体構成を示す。図１に示す
ように、手術室２内には、患者４８が横たわる患者ベッ
ド１０と、内視鏡手術システム３とが配置される。この
内視鏡手術システム３は、第１カート１１及び第２カー
ト１２を有している。
【００１４】第１カート１１には、医療機器として例え
ば電気メス１３、気腹装置１４、内視鏡用カメラ装置１
５、光源装置１６及びＶＴＲ１７等の装置類と、二酸化
炭素等を充填したガスボンベ１８が載置されている。内
視鏡用カメラ装置１５はカメラケーブル３１ａを介して
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第１の内視鏡３１に接続される。光源装置１６はライト
ガイドケーブル３１ｂを介して第１の内視鏡３１に接続
される。
【００１５】また、第１カート１１には、表示装置１
９、集中表示パネル２０、操作パネル２１等が載置され
ている。
【００１６】表示装置１９は、内視鏡画像等を表示する
例えばＴＶモニターである。集中表示パネル２０は、術
中のあらゆるデータを選択的に表示させることが可能な
表示手段となっている。操作パネル２１は、例えば液晶
ディスプレイ等の表示部とこの表示部上に一体的に設け
られた例えばタッチセンサにより構成され、非滅菌域に
いる看護婦等が操作する集中操作装置になっている。
【００１７】更に、第１カート１１には、システムコン
トローラ２２が載置されている。このシステムコントロ
ーラ２２には、上述の電気メス１３と気腹装置１４と内
視鏡用カメラ装置１５と光原装置１６とＶＴＲ１７と
が、図示しない通信線を介して接続されている。このシ
ステムコントローラ２２には、通信コントローラ６３が
内蔵されており、通信ケーブル６４を介して、図２に示
す通信回路９に接続されている。
【００１８】一方、前記第２カート１２には、内視鏡用
カメラ装置２３、光源装置２４、画像処理装置２５、表
示装置２６及び第２集中表示パネル２７とが載置されて
いる。
【００１９】内視鏡用カメラ装置２３はカメラケーブル
３２ａを介して第２の内視鏡３２に接続される。光源装
置２４はライトガイドケーブル３２ｂを介して第２の内
視鏡３２に接続される。
【００２０】表示装置２６は、内視鏡用カメラ装置２３
でとらえた内視鏡画像等を表示する。第２集中表示パネ
ル２７は、術中のあらゆるデータを選択的に表示させる
ことが可能になっている。
【００２１】これら内視鏡用カメラ装置２３と光源装置
２４と画像処理装置２５とは、第２カート１２に載置さ
れた中継ユニット２８に図示しない通信線を介して接続
されている。そして、この中継ユニット２８は、中継ケ
ーブル２９によって、上述の第１カート１１に搭載され
ているシステムコントローラ２２に接続されている。
【００２２】したがって、システムコントローラ２２
は、これらの第２カート１２に搭載されているカメラ装
置２３、光源装置２４及び画像処理装置２５と、第１カ
ート１１に搭載されている電気メス１３、気腹装置１
４、カメラ装置１５、光源装置１６及びＶＴＲ１７とを
集中制御するようになっている。このため、システムコ
ントローラ２２とこれらの装置との間で通信が成立して
いる場合、システムコントローラ２２は、上述の操作パ
ネル２１の液晶ディスプレイ上に、接続されている装置
の設定状態や操作スイッチ等の設定画面を表示させると
共に、所望の操作スイッチに触れて所定領域のタッチセ
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ンサを操作することによって設定値の変更等の操作入力
を行うことができる。
【００２３】リモートコントローラ３０は、滅菌域にい
る執刀医等が操作する第２集中操作装置であり、通信が
成立している他の装置をシステムコントローラ２２を介
して操作することができるようになっている。このシス
テムコントローラ２２は、後述する患者モニターシステ
ム４から取得した生体情報を解析し、この解析結果を所
要の表示装置に表示させることが出来る。
【００２４】また、システムコントローラ２２には、図
示せぬ赤外線通信ポートが取り付けられている。この赤
外線通信ポートは、表示装置１９の近傍等の赤外線が照
射しやすい位置に設け、システムコントローラ２２との
間がケーブルで接続されている。
【００２５】次に、図２を用いて患者モニターシステム
４を説明する。図２に示すように、本実施の形態の患者
モニターシステム４には、信号接続部４１が設けられて
おいる。信号接続部４１は、ケーブル４２を介して、心
電計４３、パルスオキシメータ４４及びカプノメータ４
５等のバイタルサイン測定器とが接続されている。
【００２６】カプノメータ４５はケーブル４６を介して
呼気センサ４７に接続されておいる。この呼気センサ４
７は、患者４８に取り付けられた呼吸器のホース４９に
設けられている。これにより、患者４８の心電図、血中
酸素飽和度、呼気炭酸ガス濃度等の生体情報を測定する
ことができる。
【００２７】信号接続部４１は、患者モニターシステム
４の内部で制御部５０と電気的に接続される。また、制
御部５０は、映像信号線５３と映像コネクタ５４とケー
ブル５５とを介して表示装置５６に接続される。更に、
この制御部５０は、通信コントローラ６と電気的に接続
されている。この通信コントローラ６は、通信コネクタ
５１を介して通信回路９に接続される。
【００２８】通信回路９は、前記内視鏡システム３の図
示しない通信コントローラーに接続される。
【００２９】次に、図３を用いて電気メスを選択した場
合の操作パネル２１の画面表示の説明を行う。
【００３０】図３に示すように、操作パネル２１の左側
の領域にはメインメニュー１００が示されている。メイ
ンメニュー１００には、ＴＶカメラ、光源装置、気腹装
置、電気メス、図１で図示しなかった超音波処理装置、
ＶＴＲ、電源オフ及びダウンロードのエリア１０１～１
０８が表示されている。図３に示す状態では、選択され
た電気メスのエリア１０４が黄色に点灯している。操作
パネル２１の右側の領域には、選択された電気メスの設
定画面１１０が表示されている。
【００３１】次に、図４を用いて、メインメニュー１０
０において、ダウンロードスイッチ１０８が選択された
場合の表示の説明を行う。
【００３２】図４に示すように、操作パネル２１は、右
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側にダウンロードの詳細メニュー１２０を示す。詳細メ
ニュー１２０にはダウンロードの要否の選択スイッチ１
２１と、ダウンロードする場合の個別のメニュー１２２
が表示される。個別のメニューには、機器の設定値のエ
リア１２３、バイタルサインのエリア１２４、内視鏡像
のエリア１２５、全データのエリア１２６、ユーザ設定
１のエリア１２７、ユーザ設定２のエリア１２８による
各スイッチが設けられている。ユーザ設定１及び２は操
作者が所望のダウンロード項目を１回の操作でダウンロ
ードするためのスイッチである。例えば、ユーザ設定１
に機器の設定値とバイタルサインを登録しておけば１回
の操作で両者をダウンロードする事が出来る。
【００３３】次に、図５を用いてＰＤＡ８の表示操作部
にメインメニューを表示した場合の説明を行う。
【００３４】図５に示すように、ＰＤＡ８の表示操作部
には、メインメニュー１３０が表示される。メインメニ
ュー１３０には、ＴＶカメラ、光源装置、気腹装置、電
気メス、超音波処理装置、ダウンロードのエリア１３１
～１３５，１３８が表示されている。
【００３５】次に、図６を用いてＰＤＡ８の表示操作部
にダウンロードメニューを表示した場合の説明を行う。
【００３６】図６に示すように、ＰＤＡ８の表示操作部
には、ダウンロードが選択された場合のダウンロードメ
ニュー１４０を示す。ダウンロードメニュー１４０に
は、機器の設定値のエリア１４３、バイタルサインのエ
リア１４４、内視鏡像のエリア１４５、全データのエリ
ア１４６、ユーザ設定１のエリア１４７、ユーザ設定２
のエリア１４８の各スイッチが設けられている。
【００３７】このように、ＰＤＡ８の表示操作部には、
メインメニュー１３０もダウンロードメニュー１４０も
概略操作パネル２１と同じ内容で構成される。また、Ｐ
ＤＡ８には、図示しない赤外線通信端子が設けられてい
る。
【００３８】ここで、本発明の実施の形態では、医療行
為に使用される医療機器として上述の電気メス１３、気
腹装置１４、内視鏡用カメラ装置１５、光原装置１６、
ＶＴＲ１７等を用いている。
【００３９】システムコントローラ２２、操作パネル２
１及びＰＤＡ８は、前記医療機器を制御する制御装置に
なっている。
【００４０】また、システムコントローラ２２は、前記
医療機器より所定の情報を受信する受信手段と、前記受
信手段で受信された前記所定の情報を一時記憶する記憶
手段と、前記記憶手段で記憶された前記所定の情報を所
定の記録媒体に記録する記録装置であるところのＰＤＡ
８に送信する送信手段とを有している。
【００４１】また、システムコントローラ２２と操作パ
ネル２１は、前記制御装置の終了処理を行う終了処理手
段となっている。
【００４２】さらに、システムコントローラ２２は、前

6
記送信手段が送信したか否かを判別する判別手段と、前
記判別手段の判別結果に基づき、前記終了処理手段を制
御する終了処理制御手段とを具備している。
【００４３】（作用）以上のように構成された第１の実
施の形態の作用を説明する。図７はメインメニューから
ダウンロードまでの処理手順を示すフローチャートであ
る。
【００４４】まず、ステップＳ１において、システムコ
ントローラ２２は、操作パネル２１に図３に示すメイン
メニュー１００を表示する。
【００４５】次に、ステップＳ２でシステムコントロー
ラ２２は、操作者による操作パネル２１の入力操作に基
づいて、電気メス１３や気腹装置１４の設定を行う。術
中は操作パネル２１によるスイッチ操作が行われなけれ
ば、ステップＳ２→Ｓ３→Ｓ４→Ｓ２の順で処理が繰り
返される。
【００４６】手術が終了して操作パネル２１上で電源オ
フスイッチ１０７が選択されると、ステップＳ３の判定
がイエスとなり、システムコントローラ２２は、ステッ
プＳ５のダウンロード処理に移行する。
【００４７】ダウンロード処理を説明する。ステップＳ
５では、操作パネル２１は図４に示すダウンロードメニ
ューに切り替わる。メインメニュー１００のダウンロー
ドスイッチ１０８は、黄色に点灯してダウンロード動作
中である事を示す。操作パネル２１上で操作者が所望の
ダウンロード項目を選択すると、システムコントローラ
２２とＰＤＡ８のそれぞれの赤外線通信ポートの間でＩ
ｒＤＡのプロトコルに従って選択されたデータがダウン
ロードされる。これによりＰＤＡ８には、システムコン
トローラ２２からのデータをハードディスク等の記録手
段に保存する。
【００４８】ダウンロードが終了すると、システムコン
トローラ２２は、ステップＳ６に移行して、電源オフス
イッチ１０７が選択済であればステップＳ７で電源オフ
になる。また、システムコントローラ２２は、ステップ
Ｓ３で電源オフスイッチ１０７が選択されずに、ステッ
プＳ４でダウンロードスイッチ１０８が選択されると、
ステップＳ５のダウンロード処理を経てステップＳ６に
移行するが、電源オフスイッチ１０７が選択されていな
いのでステップＳ２に戻り、処理が続行される。  尚、
図示しないがＰＤＡ８側で電源オフの操作をした場合に
も図７に示すフローチャートと同様の動作を行う。
【００４９】（効果）以上、説明したように本実施の形
態によれば、操作パネル２１上で電源オフスイッチ１０
７を選択した場合、システムコントローラ２２とＰＤＡ
８は自動的にダウンロード処理動作が実行されるので、
ダウンロードし忘れることがなく、使いやすい内視鏡手
術システムを実現出来る。
【００５０】尚、第１の実施の形態では、システムコン
トローラ２２とＰＤＡ８の間の通信はＩｒＤＡで行った
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7
が、Bluetooth等の電波を用いた無線通信でも良い。ま
た、ＲＳ２３２Ｃ等の有線を使った通信方法でも構わな
い。
【００５１】図８は図１ないし図６に示した第１の実施
の形態の変形例における操作パネルの画面を示す平面図
である。図示以外の構成要素については、図１及び図３
を代用して説明する。
【００５２】本変形例においては、前記図３に示すメイ
ンメニュー１００にて、電源オフスイッチ１０７が選択
された時、ダウンロードが未だ行われていなければ、図
８に示すように設定画面１１０上に注意表示１２９を出
し待機状態にして、操作者に告知する。
【００５３】このような変形例によれば、注意表示１２
９によりダウンロード忘れを防止できる。
【００５４】（第２の実施の形態）以下第２の実施の形
態について、図１及び図３を代用して説明する。図１及
び図３において、第１の実施の形態で述べたＰＤＡ８に
よる赤外線通信では、システムコントローラ２２との間
に障害物があったり、距離が規定値を超えてしまうと通
信が中断してしまう。
【００５５】ここで、ＩｒＤＡ通信では、ＰＤＡ８とシ
ステムコントローラ２２の間で双方向の通信が行われて
いるので、第２の実施の形態では、ＰＤＡ８とシステム
コントローラ２２が、定期的に、例えば、１秒おきに双
方が互いの信号を受信出来ているかチェックし、どちら
かの信号が検出されなければ内蔵されているブザーを用
いて警告音を鳴らすようにする。これにより、操作者は
ＰＤＡ８が通信の範囲外に出た場合は直ぐに気が付く事
が出来るため、ダウンロードを最後まで行う事が出来
る。また、術中にＰＤＡ８をポケット等に入れたまま、
一時退出してしまう事を防ぐ事が出来る。
【００５６】また、このＰＤＡ８は、図示しないリスト
バンドで腕に固定して用いる事も出来る。こうすると、
両手を開ける事が出来るし、どこにあるか分からなくな
る事も防げる。
【００５７】ところで、図１のシステムコントローラ２
２のような操作部や多数コードを有す目機器は、外部か
らの力がかかりやすく、このような力により設置面から
浮きが発生しやすかった。このことに対応した第３乃至
第８の実施の形態を図９乃至図１６を用いて説明する。
【００５８】（第３の実施の形態）図９は本発明の第３
の実施の形態に係る筐体装置の要部を拡大して示す断面
図である。
【００５９】（構成）図９に示すように、筐体装置２０
０は例えば図１のシステムコントローラ２２に用いられ
ているものである。
【００６０】第３の実施の形態の筐体装置２００は、複
数コネクタを有した小型で軽量な筐体２０１と、平滑面
２０６を有した複数のフットホルダ２０４と、繰り返し
使用できる吸着面を有した複数のフット２０２を備えた

8
ことを特徴とする。
【００６１】筐体２０１の底面には、フット２０２が４
個設けられている。また、設置面２０３にはフットホル
ダ２０４が４個設けられている。フット２０２は、繰り
返し使用することができ、かつ水洗い可能な吸着材２０
５が設けられている。
【００６２】フットホルダ２０４は、フット２０２の吸
着材２０５を貼り付けるための平滑面２０６が設けられ
ており、またフットホルダ２０４の底面には、設置面２
０３に貼り付けるための粘着シール２０７が設けられて
いる。
【００６３】（作用）前記の構造により、筐体装置２０
０のフット２０２の吸着材２０５とフットホルダ２０４
の平滑面２０６とが貼りつく。
【００６４】（効果）本実施の形態の効果について図１
０及び図１１に示す従来の筐体装置の側面図及び平面図
との比較で説明する。
【００６５】先ず、図１０及び図１１に示す従来の筐体
装置２９０は、筐体２０１の底面に取り付けられたフッ
ト２９２と、設置面２０３に取り付けられたフットホル
ダ２９４の貫通穴２９６とにより、筐体装置２００の設
置位置を決めていた。
【００６６】このような従来の筐体装置２９０は、フッ
ト２９２と、フットホルダ２９４の貫通穴２９６との間
に隙間があり、筐体２０１の浮き防止するための構造が
なかったため、外部からの力(筐体２０１に設けられた
スイッチを押す力やコネクタに接続されたケーブル２９
７，２９８，２９９の引張り力)により筐体２０１の位
置ズレや浮きを生じるさせる可能性があった。
【００６７】これに対して、図９に示した本発明の第３
の実施の形態の筐体装置２００では、フット２０２の吸
着材２０５とフットホルダ２０４の平滑面２０６とが貼
りつくことで、筐体２０１のズレや浮きがなくなる。ま
た、吸着材２０５は体液や血液で汚れた場合、取り外し
て水洗いすることができ、衛生上も好適である。
【００６８】（第４の実施の形態）図１２は本発明の第
４の実施の形態に係る筐体装置の要部を拡大して示す断
面図である。
【００６９】（構成）図１２に示すように、筐体装置２
１０の筐体２０１の底面には、吸盤型フット２１２が４
個設けられている。吸盤型フット２１２は、繰り返し使
用することができる吸盤２１５が設けられている。フッ
トホルダ２０４は、吸盤型フット２１２の吸盤２１５を
吸着させるための平滑面２０６が設けられている。尚、
それ以外の構成は、図９に示した第３の実施の形態の形
態と同一であるため、以下同一符号を付してその説明を
省略する。
（作用）前記の構造により、筐体２０１の吸盤型フット
２１２の吸盤２１５がフットホルダ２０４の平滑面２０
６に吸い付く。
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【００７０】（効果）このような第４の実施の形態によ
れば、前記の吸盤型フット２１２の吸盤２１５がフット
ホルダ２０４の平滑面２０６に吸い付くことで、筐体２
０１の浮きを防ぐ力が、図９に示した第３の実施の形態
の形態より向上する。
【００７１】（第５の実施の形態）図１３は本発明の第
５の実施の形態に係る筐体装置の要部を拡大して示す断
面図である。
【００７２】図１３に示すように、筐体装置２２０の筐
体２０１の底面には、フット２２２が４個設けられてい
る。
【００７３】また、設置面２０３にはフットホルダ２２
４が４個設けられている。フット２２２は、半円状の溝
２２８が周りに設けられている。フット２２２の先端
は、半円状の溝溝２２８から設置面２０３にかけて、先
細り形状なっている。
【００７４】フットホルダ２２４は、半球状の凸部２２
９が複数箇所設けられている。フットホルダ２２４は、
フット２２２の吸着材２２５を貼り付けるための平滑面
２２６が設けられている。尚、それ以外の構成は、図９
に示した第３の実施の形態の形態と同一であるため、以
下同一符号を付してその説明を省略する。
（作用）前記の構造により、筐体２０１のフット２２２
の吸着材２２５とフットホルダ２２４の平滑面２２６と
が貼り付く。更に、フットホルダ２２４の半球状の凸部
２２９には、フット２２２の半円状の溝２２８がかみ合
い固定される。
【００７５】（効果）このような第５の実施の形態によ
れば、半球状の凸部２２９と半円状の溝２２８がかみ合
い固定されることで、筐体２０１を固定する力が、図９
に示した第３の実施の形態の形態より向上する。
【００７６】（第６の実施の形態）図１４は本発明の第
６の実施の形態に係る筐体装置の要部を拡大して示す断
面図である。
【００７７】図１４に示すように、筐体装置２３０の筐
体２０１の底面には、フット２２２が４個設けられてい
る。また、設置面２０３にはフットホルダ２３４が４個
設けられている。フットホルダ２３４は、側面の１箇所
以上のねじ部２３９が設けられている。ねじ２４０は、
ねじ部２３９に螺入され、先端がフット２２２の半円状
の溝２２８にかみ合うようになっている。
【００７８】なお、それ以外の構成は、第４の実施の形
態と同一であるため、以下同一符号を付してその説明を
省略する。
【００７９】（作用）  前記の構造により、筐体２０１
のフット２２２の吸着材２２５とフットホルダ２２４の
平滑面２２６とが貼り付く。更に、更に、フット２２２
の半円状の溝２２８に、ねじ２４０の先端が噛み合い固
定される。
【００８０】（効果）  このような第６の実施の形態に
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よれば、ねじ２４０の先端と半円状の溝２２８が噛み合
い固定されることで、筐体２０１を固定する力が、図１
３に示した第５の実施の形態の形態より向上する。
【００８１】図１５は本発明の第７の実施の形態に係る
筐体装置の要部を拡大して示す断面図である。
【００８２】（構成）図１５に示すように、筐体装置２
５０の筐体２０１の底面には、フット２５２が４個設け
られている。また、設置面２０３にはフットホルダ２５
４が４個設けられている。
【００８３】フット２５２は、設置面２０３と接する面
に引っ掛かり部となるフランジ部２５８が設けられてい
る。フットホルダ２５４は、引っ掛け部２５９が設けら
れている。また、フットホルダ２５４は、フット２５２
の吸着材２５５を貼り付けるための平滑面２５６が設け
られている。なお、それ以外の構成は、図９に示した第
３の実施の形態と同一であるため、以下同一符号を付し
てその説明を省略する。
【００８４】（作用）前記の構造により、フットホルダ
２５４の引っ掛け部２５９にフット２５２のフランジ部
２５８が挿入し設置されることで、引っ掛け部２５９
が、フット２５２のフランジ部２５８に引っかかる。更
に筐体２０１のフット２５２の吸着材２５５とフットホ
ルダ２５４の平滑面２５６とが貼り付く。
【００８５】（効果）このような第７の実施の形態によ
れば、引っ掛け部２５９にフット２５２のフランジ部２
５８が引っかけることで、図１３に示した第５の実施の
形態の形態と同様の効果が得られるとともに、筐体装置
２５０を楽に設置することができ、作業性が向上する。
【００８６】図１６は本発明の第８の実施の形態に係る
筐体装置の要部を拡大して示す断面図である。
【００８７】（構成）図１６に示すように、筐体装置２
６０の筐体２０１の底面には、フット２６２が４個設け
られている。また、設置面２０３にはフットホルダ２６
４が４個設けられている。
【００８８】フット２６２は、設置面２０３と接する面
に引っ掛かり部となるスリット部２６８が設けられてい
る。フットホルダ２６４は、引っ掛け部２６９が設けら
れている。また、フットホルダ２６４は、フット２６２
の吸着材２６５を貼り付けるための平滑面２６６が設け
られている。なお、それ以外の構成は、図１５に示した
第７の実施の形態と同一であるため、以下同一符号を付
してその説明を省略する。
【００８９】（作用）前記の構造により、フット２６２
のスリット部２６８にフットホルダ２６４の引っ掛け部
２６９が挿入し設置されることで、引っ掛け部２６９が
フット２６２のスリット部２６８に引っかかる。更に筐
体２０１のフット２６２の吸着材２６５とフットホルダ
２６４の平滑面２６６とが貼り付く。
【００９０】（効果）このような第８の実施の形態によ
れば、引っ掛け部２６９が、フット２６２のスリット部
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２６８に引っかかることで、図１５に示した第７の実施
の形態の形態と同様の効果が得られる。
【００９１】ところで、図１に示した操作パネル２１は
技術内視鏡手術を行う機器の各設定値を設定し表示する
設定表示パネルとなつており、操作パネル２１は内視鏡
手術用トロリとなる第１カート１１の側面に配置されて
いる。
【００９２】また、従来の内視鏡手術用トロリとして
は、特開平７－３０３６５４号公報や特開平１１－３１
１５１７号公報に示されているように設定表示パネルが
内視鏡手術用トロリの側面に配置されているものと、特
開平７－１３２１２１号公報に示されているように、設
定表示パネルが内視鏡手術用トロリと別体に配置されて
いるものとがある。
【００９３】図１に示した第１の実施の形態、特開平７
－３０３６５４号公報、特開平１１－３１１５１７号公
報に示した設定表示パネルは、設定表示パネルがトロリ
の側面に設置しているため、看護婦が設定表示パネルの
向きを自由に変えることが出来ず、煩雑な手術室内で、
機器の設定を変えるのが困難だった。また、特開平７－
１３２１２１号公報に示した設定表示パネルは、設定表
示パネルがトロリから分れて設置しているため、看護婦
が設定表示パネルの向きを自由に変えることができ、操
作性は良いが、設定表示パネル自体が、煩雑な手術室の
中で邪魔になる問題があった。
【００９４】このような問題に対応した第９乃至第１１
の実施の形態を図１７乃至図２３を用いて説明する。
【００９５】（第９の実施の形態）図１７及び図１８は
本発明の第９の実施の形態に係り、図１７は手術室に配
置される内視鏡手術システムを示す説明図、図１８は設
定表示パネル及びその周辺部を示す斜視図である。
【００９６】（構成）図１７に示すように、手術室内で
は、患者４８が横たわる患者ベッド１０と、内視鏡手術
システムとなる内視鏡手術用トロリ３０１、モニタ３０
２及び麻酔器３０３とが配置され、医者３０４，３０
５、看護婦３０６，３０７が作業を行っている。トロリ
３０１には内視鏡手術を行う機器の各設定値を設定し表
示する設定表示パネル３１１が設けられている。
【００９７】図１８に示すように、内視鏡手術用トロリ
３０１には、設定表示パネル３１１と、軸回転する駆動
部３１２と、アーム３１３とが設けられている。アーム
３１３の一端側は内視鏡手術用トロリ３０１の本体のフ
レームに取り付けられいる。アーム３１３の他端側は駆
動部３１２を介して設定表示パネル３１１を取り付けて
いる。
【００９８】このような構造により、機器を操作する側
の人が、内視鏡手術用トロリ３０１の本体に対して設定
表示パネル３１１の画面の向きを１８０度以上変えるこ
とができる。
【００９９】（作用）内視鏡手術用トロリ３０１は、駆
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動部３１２が軸回転することにより、設定表示パネル３
１１が回転し、設定表示パネル３１１の向きが変わる。
【０１００】（効果）第９の実施の形態によれば、設定
表示パネル３１１の向きが変わることにより、不潔域の
看護婦などが術中に行う設定変更、設定確認などの作業
性が向上し、看護婦の負担を軽くすることができる。
【０１０１】（第１０の実施の形態）図１９及び図２１
は本発明の第１０の実施の形態に係り、図１９は内視鏡
手術用トロリの側面図、図２０は内視鏡手術用トロリの
清潔域から見た正面図、図２１は不潔域に配置されるＬ
ＣＤモニタを示す正面図である。
【０１０２】（構成）図１９に示すように、内視鏡手術
用トロリ３２１には、タッチパネルが付いたＬＣＤモニ
タ３３１とＬＣＤモニタ３４１が一体化して設けられて
いる。ＬＣＤモニタ３３１とＬＣＤモニタ３４１とは、
アーム３２２によって内視鏡手術用トロリ３２１の上面
に取り付けられている。内視鏡手術用トロリ３２１に
は、清潔域から操作できる図示しないフットスイッチも
設けられている。
【０１０３】図２０に示すように、ＬＣＤモニタ３３１
には、内視鏡画像を映すための設定スイッチ３３２と設
定表示パネルを映すための設定スイッチ３３３が設けら
れている。
【０１０４】図２１に示すように、ＬＣＤモニタ３４１
には、内視鏡画像を映すための設定スイッチ３４２と設
定表示パネルを映すための設定スイッチ３４３が設けら
れている。
【０１０５】（作用）内視鏡手術用トロリ３２１におい
ては、ＬＣＤモニタ３３１とＬＣＤモニタ３４１の各設
定スイッチを選択することで、ＬＣＤモニタ３３１とＬ
ＣＤモニタ３４１との内一方が内視鏡画像を映し他方が
設定表示パネルの映しだす。
（効果）第１０の実施の形態によれば、内視鏡画像を映
すＬＣＤモニタと設定表示パネルの一体化により、省ス
ペース化が図れる。
【０１０６】（第１１の実施の形態）図２２及び図２３
は本発明の第１１の実施の形態に係り、図２２はＬＣＤ
モニタと設定表示パネル面を開いた場合の内視鏡手術用
トロリの斜視図、図２３はＬＣＤモニタと設定表示パネ
ル面を閉じた場合の内視鏡手術用トロリの斜視図であ
る。
【０１０７】図２２及び図２３に示すように、内視鏡手
術用トロリ３５１の上面には、ヒンジ３５２により一体
化したＬＣＤモニタ３５３と設定表示パネル３５４とを
備えている。
【０１０８】（作用）内視鏡手術用トロリ３５１は、ヒ
ンジ３５２により、設定表示パネル３５４が軸回転し向
きが変わる。図２２に示すように、ＬＣＤモニタ３５３
と設定表示パネル３５４を開いた状態では、ＬＣＤモニ
タ３５３の画面が清潔域に配置され、設定表示パネル３
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５４の画面が不潔域に配置される。
【０１０９】（効果）第１１の実施の形態によれば、使
用時以外は、図２３に示すように、設定表示パネル３５
４の画面とＬＣＤモニタ３５３の画面を合わせること
で、設定表示パネル３５４の画面とＬＣＤモニタ３５３
の画面を保護することができる。
【０１１０】［付記］以上詳述したような本発明の実施
の形態によれば、以下の如き構成を得ることができる。
【０１１１】（付記項１）  患者の治療装置を行う治療
処置装置と、前記患者の生体情報を測定する生体情報測
定手段と、前記治療処置装置を制御する、または、前記
生体情報測定手段で測定したデータを取り込み表示する
制御装置と、前記制御装置に設けられ、前記治療処置装
置を制御する制御設定データまたは前記生体情報測定手
段で測定された生体測定データを記憶する記憶手段と、
前記記憶手段で記憶された制御設定データまたは生体測
定データを所定の記録媒体に転送する転送手段と、制御
の完了の前に前記転送手段の実行の要否を確認する確認
手段と、を具備したことを特徴とする内視鏡手術システ
ム。
【０１１２】（付記項２）  前記記録媒体が携帯用コン
ピュータである事を特徴とする付記項１に記載の内視鏡
手術システム。
【０１１３】（付記項３）  前記転送手段が無線による
事を特徴とする付記項１または２に記載の内視鏡手術シ
ステム。
【０１１４】（付記項４）  付記項１に記載の記録媒体
と制御手段の間で、双方向に通信を行い、どちらかの信
号が途絶えた際に警告を発する付記項３に記載の内視鏡
手術システム。
【０１１５】（付記項５）  複数コネクタを有した小型
で軽量な筐体装置において、平滑面を有した複数のフッ
トホルダと、繰り返し使用できる吸着面を有した複数の
フットと、を具備したことを特徴とする筐体装置。
【０１１６】（付記項６）  複数コネクタを有した小型
で軽量な筐体装置において、平滑面と引っ掛け部を有し
た複数のフットホルダと、吸着面と引っ掛かり部を有し
た複数のフットと、を備えたことを特徴とする筐体装
置。
【０１１７】（付記項７）  内視鏡手術を行う機器の各
設定値を設定し表示する設定表示パネルを有した内視鏡
手術用トロリにおいて、機器を操作する側の人が、設定
表示パネル面の向きを１８０度以上変えることができ、
内視鏡手術用トロリの本体に配置したことを特徴とする
内視鏡手術用トロリ。
【０１１８】
【発明の効果】以上述べた様に本発明によれば、医療機
器からの情報のダウンロード忘れを防止して、使い勝手
を向上することができ、使いやすい手術システムを実現
出来る。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る制御装置を用
いた内視鏡手術システムの全体構成を示す説明図。
【図２】図１の第１の実施の形態の患者モニターシステ
ムを示すブロック図。
【図３】図１の第１の実施の形態の電気メスを選択した
場合の操作パネルの画面を示す平面図。
【図４】図１の第１の実施の形態のダウンロードスイッ
チを選択した場合の操作パネルの画面を示す平面図。
【図５】図１の第１の実施の形態のメインメニューを表
示した場合のＰＤＡの表示操作部を示す平面図。
【図６】図１の第１の実施の形態のダウンロードメニュ
ーを表示した場合のＰＤＡの表示操作部を示す平面図。
【図７】図１の第１の実施の形態のメインメニューから
ダウンロードまでの処理手順を示すフローチャート。
【図８】図１ないし図６に示した第１の実施の形態の変
形例における操作パネルの画面を示す平面図。
【図９】本発明の第３の実施の形態に係る筐体装置を示
す断面図。
【図１０】図９の本発明の第３の実施の形態効果を説明
するための従来の筐体装置の側面図。
【図１１】図９の本発明の第３の実施の形態効果を説明
するための従来の筐体装置の平面図。
【図１２】本発明の第４の実施の形態に係る筐体装置の
要部を拡大して示す断面図。
【図１３】本発明の第５の実施の形態に係る筐体装置の
要部を拡大して示す断面図。
【図１４】本発明の第６の実施の形態に係る筐体装置の
要部を拡大して示す断面図。
【図１５】本発明の第７の実施の形態に係る筐体装置の
要部を拡大して示す断面図。
【図１６】本発明の第８の実施の形態に係る筐体装置の
要部を拡大して示す断面図。
【図１７】本発明の第９の実施の形態に係る内視鏡手術
システムを示す説明図。
【図１８】図１７の本発明の第９の実施の形態の設定表
示パネル及びその周辺部を示す斜視図。
【図１９】本発明の第１０の実施の形態に係る内視鏡手
術用トロリの側面図。
【図２０】図１９の第１０の実施の形態の内視鏡手術用
トロリを清潔域から見た正面図。
【図２１】図１９の第１０の実施の形態の内視鏡手術用
トロリの不潔域に配置されるＬＣＤモニタを示す正面
図。
【図２２】本発明の第１１の実施の形態に係る内視鏡手
術用トロリの斜視図。
【図２３】図２２の第１１の実施の形態ＬＣＤモニタと
設定表示パネル面を開いた場合の内視鏡手術用トロリの
斜視図。
【符号の説明】
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２          …手術室
３          …手術システム
８          …ＰＤＡ *

16
*２１        …操作パネル
２２        …システムコントローラ
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